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衣生活に関する意識と実態（第2報）
一主婦の衣生活について－
入来朋子・林千穂・永山竹美
Ⅰ　緒　言
1970年代は経済の高度成長と既製服産業の急速な発展
により，衣生活における消費者の意識と生活様式に大き
1）
な変化がもたらされた。前報では，そのような社会情勢
の変化のなかで多様化し，個性化した衣生活の候向を，
より適確に把握し被服指導の基礎資料としたいと考え，
女子短大生の衣生活について調査を試みた。しかし，近
年，経済の減速成長と省資源，省エネルギーが生活の指
標とされ，生活の質が問われるなかで，衣生活における
消費者の意識に再び変化の兆しがあらわれ，大量生産一
大畳消費が志向された70年代とは異なった実質本位，実
用性志向の新しい消費意識や生活態度が育成されつつあ
2）3）
るといわれている。こうした変化は，乗際に家族の衣生
活を管理運営する立場忙ある家庭の主婦の意識の上にど
のようにあらわれているであろうか。
今回は，主婦の衣生活について意識と実態を調査し，
時代の変化に対応した今後の学生指導に資したいと考
え，長野市とその周辺地域に在住する家庭の主婦を対象
にアソケート調査を実施した。近年，主婦の生清も多様
化し，婦人の家庭外就業者の急速な増大と核家族化の進
行するなかで，就業状態や年令の差による意識の相違も
予想されるので，それらについても配慮して調査考察を
試みた。以下，その大要について述べる。
Ⅰ　調　査
1、調査期日
昭和55年6月中旬～下旬
2、調査対象
長野市および同市周辺地域に在住する20才～60才の主
婦1500名を対象とした。
3、調査方法
調査対象者の年令，職業の有無，居住地域を考慮し
て，つぎの9つの教育依閑を通じて，それぞれに通学す
る子女の家庭にアソケート用紙を配布し，主婦に回答し
てもらうよう依赦した。
調査依板先：長野市御厨保育園，松ヶ丘小学校，豊野
西小学校，篠ノ井西中学校，柳町中学校，更級農業高等
学校，長野東高等学校，長野県短大附属幼稚園，長野県
短期大学（家政学科被服専攻）
4、調査事項
調査は，年令，職業〔無職・自営（農業・商業）・外へ
の恒常的な勤め（以下外勤とよぶ）・パート内職〕，家
族の状況，現住地，前任地，について記入のうえ，つぎ
の各項目について行なった。
（1）衣横の調達方法　一既製服利用と自家製作－
（2）洗行および既製服について
（3）着用しなくなった衣服の処理法
（4）家庭着の着装について　－下表の着装－
5、集計
回答総数は1347名（回収率89．7％），有効回答総数（以
下回答者とよぷ）は1199名（回答数の89．0％）であっ
た。回答者の年代別・職業別内訳と，年代別の職業構成
比をそれぞれ表1と図1に，また，その家族の状況につ
いて，家族の員数を図2に，老人同居の割合を図3に示
した。また，回答者の居住地の分布は図4に示すとおり
である。
表1回答者の年代別・職業別内訳
年司無職 剋ｩ　営 丶???パート ??b?v（人） 俔ﾉ?NB??8??
20 ?r? ?b? ??8 滴??
30 ?#?108 ???6 鼎?470 ??C"?
40 ?#b?02 ?3?126 ??615 鉄?C2?
・50116 ?0 ?"?0 ??9 滴??
60 ?? ????7 ??b?
計 （人） ?????ｨ??37 （76） ?ビ?鉄?｢?12 （26）1 都2??8??．199 （194） ??
構成 比 （％）l ?H?"??H?H??8．1 1（39・2） ?(?ｮﾈ?8一ﾘ??????h???h?x??^ ????
（琵）うち（）内は周辺部
37
長野県短期大学紀要第35号（1980）
匡ヨ無職匠ヨ針目＝コ外勤凛騨ノ叫巨∃内職
図2　回答者世帯の家族員数　一職業別－
．　0　　　　　　　　　　　　　　　　50
図4 回答者の居住地の分布
長野市　　　　い…10人）
長野市地区別人rト密度図2000人以上
EZヨ　500人以上
⊂コ　500人未i崩
長野市は近年人口のドーナツ化現象が進み，住宅地は
4）
郊外へ拡散し，広域都市圏の様相を皇している。したが
って本調査では，回答者の居住地域区分を長野市内はす
38
ベて「市部」として扱い，同市周辺の農村地域を「周辺
部」とした。
Ⅱ　調査結果および考察
集計は各項目ごとに，それぞれ地域展軋職業別，年代
別に分類して行なったが，年代については，60才代は員
数が少ないため年代別考察の対象から除外した。また，
地域別および職業別考察は原著な差が認められたものに
ついてのみ記す。
1、衣類の調達方法　一既製服利用と自家製作一
現代は既製服時代といわれ，衣生活における既製服依
存度はますます増大する傾向にあるが，実際に，主婦は
家族の衣生活にどのように既製服をとり入れているであ
ろうか。また家庭縫製の実態はどうなっているのだろう
か。これらの実状を把捉するた鋸こ，ブラウス，スカー
ト，スラックス，こども服，和服，ふとんについて，そ
の調達方法を調べた。調達の方法は，既製服を買うこと
が多い，自分で作ることが多い，人に縫ってもらうこと
が多い，他人にゆずってもらうことが多い，の4つの中
から該当するもの1つを選んでもらった。結果は図5，
図6に示すとおりである。
図5　調達方法の服種別比較
l・ノ
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既製服利用　　　　自分で作る　　　人に縫ってもらつ　他人にゆすってもちっ
調達の方法は，図5にみられるように洋服質はほとん
どの人が既製服利用であったが，和服，ふとんは人に縫
ってもらう，が著しく多く，また自分で作る，も多かっ
た。洋服頬の中で比較的自分で作る割合が多いスカート
についてみると，図6にみられるように年代別では50代
は既製服利用が少なく，自分で作る，が比較的多い。ま
た職業別では，無職と内職に白分で作る，が多くみられ
る。これは時間的な余裕があるためと思われる。またこ
ども服の場合，20代で他人にゆずってもらう，が他の年
代と比べ著しく多い。これは若い年代で，成長とともに
すぐ着られなくなるこどもの服のゆずり合いが行われて
いることを示すものであろうう。
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図6　調達方法の年代別・職業別比較
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和服については，ひとえ長着の場合図7にみられるよ
うに，人に縫ってもらう，は20代，30代に多く，40代，
50代では少なかった。また自分で作る，は20代が約2％
に対して40代，50代は約40％で，著しい差がみられた。
また職業別では自分で作る，は自営にとくに多い。ふと
んについては，図8にみられるように和服と同じ傾向
で，自分で作る，は年代別では40代，50代に，また職業
別では自営にとくに多い。
図7　調達方法の年代別・職業別比餃
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つぎに，洋服，和服，ふとん，について既製服（晶）
を利用する場合と，自分で作る場合の理由を調べた。既
製服を利用する場合の理由は，自分で作る時間がない，
自分で作れない，買った万が安あがりである，流行のデ
ザインが得られる，仕立てがよい，ほしいときすく、・に間
に合う，作るのがめんどうである，の中から，また自分
で作る場合の理由は，費用が安い，好みのデザイソが得
られる，体型によく倉あう，リフ三一一ムするため，楽し
い，手作りのよさを尊ぶ，希望の材質が得られる，の中
からそれぞれ該当するもの1つを選んでもらった。結果
は図9，図10に示すとおりである。
図9　既製服利用の理由
碩超拍耶翌由　　　　　　　消榛的理由　　（ヲ占）
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まず，既製服（晶）を利用する理由については図9に
みられるように，洋服類は全体としては，すぐ間に合
う，安あがり，など私短的な型由が多く，時間がない，
作れない，など消極的な理由は少なかった。しかし，年
代別にみると50代はこの逆で，時間がないから仕方なく
利用するという消極的な理由の方が多く，他の年代と比
べて既製服利用の姿勢が異なっている。和用まについては
洋服と対象的で全般に消極的な理由が多く，とくに作れ
ないから利用するという傾向がみられる。この傾向は20
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代，30代に強く，40代，50代では時間がないという理由
の方が多い。ふとんについては，既製品を積極的に利用
する傾向は和服よりやや強いが，消超的利用の方が多
い。作れない，という理由についてみると，年代別に
は，20代，30代が著しく多く，40代，50代はきわめて少
なかった。
図10　自分で作る理由
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つぎに，自分で作る理由については図10にみられるよ
うに，洋服の場／計は，費用が安い，体型に合う，など実
用的な理由が多く，好みのデザインを得るため，楽し
い，など嗜好的な理由は少なかった。また和服について
は，30代，40代で嗜好的な理由が多く，50代では体型に
合う，という実用的な理由が著しく多かった。これは，
50代は和服の着用頻度が他の年代と比べ高いことや，長
年にわたる経験から体得した着やすい和服縫製の工夫が
でき，またしていることの表われとも考えられる。ふと
んについては，全体としてリフォームする，が洋服，和
服と比べ各年代を通じて著しく多い。これは，ふとんの
作り替えが多く行われていることを示すものであり，ま
た，ふとんを自分で作る，が自営に多く（図8）自営は
老人との同居率が高い（図3）などの事情から，自分
で，というよりほ自分の家で，といった要素も含まれて
いるためと推察される。
以上のことから，日常の洋服塀，こども服については
既製服利用が圧倒的に多いこと，また既製服利用の理由
については，年代によって差がみられることがわかっ
た。すなわち，20代，30代，40代は既製服を積極的に受
け入れているのに対し，50代は作る時間がないから仕方
なく利用するという消極的な利用の方が多いということ
である。また，既製服への依存度が高い中で，自分で作
る理由として，費用が安い，体型に合う，をあげている
人が多い。これは，既製服の値段やサイズの問題が消費
者にとって大きな関心事であることを示すものといえよ
う。（付表参照）和服，ふとんについては，調達方法に年
代による著しい差がみられ，年代が高くなる程自分で作
40
る割合が高くなる傾向がみられた。これは，中高年層は
自分で作れる技術をもっており，経験から自分なりの審
美感や着心地感をもって対処していることのあらわれと
考えられる。また和服は，洋服塀に比べて全般に既製服
利用が少ないが，その中で，20代は40％近くが既製服を
利用している。最近，化繊の和服地の既製服化が進んで
きている中で，それらの利用との関連についても今後追
求する必要があろう。また，近年，既製服素材が多様
5）
化，複雑化し，消費者の材質への関心が高まる懐向にあ
2）3）
るといわれるが，この調査でも，図10にみられるように
材質について比較的高い関心が示された。材質について
は，消費者の趣味的な志向や実用的な志向との関連な
ど，今後さらに検討を深めたい。
2、流行および既製服について
近年，かつてのような消費者の大多数を巻き込むよう
な大規模で，かつ，めまぐるしい流行の変化は影をひそ
め，省エネと低成長経済の社会情勢を反映してか，流行
のテンポは幾分緩和された傾向がみられるが，このよう
な中で，流行について主婦たちはどのような意識をも
ち，また，豊富に出まわっている既製服時代をどのよう
にうけとめているのだろうか。
流行については，見たり着たりするのはうれしい，移
り変わりが早すぎる，不経済である，関心がない，つぎ
つぎと変わるのはあきなくてよい，流行おくれのものが
安く手に入るのでよい，の中から1つ選び，また既製服
については，流行のものに片よりすぎる，無駄（ぜいた
くだ），沢山の中から選べるのでよい，選ぶのに迷って
しまう，値段の安いものが期待できる，取り扱い方がわ
からなくて困る，見た目にはよくても着心地のよくない
デザインがあるので困る，見た目にはよくても着心地の
よくない材質があるので困る，の中から2つ選んでもら
った。その結果は図11，図12に示すとおりである。
図11つぎつぎに変〕っる流行について
－年代別－
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図12　豊富に出まわる既製服について
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婦人服の流行がつぎつぎと変わることについては，図
11にみられるように，全体では，不経済である，が45．5
％で最も多く，移り変わりが早すぎる，が24．5％でこれ
についでいる。また年代別では，不経済である，は30
代，40代に多く，移り変わりが早すぎる，は20代に最も
多い。つぎに既製服が豊富に出まわっていることについ
ては，図12にみられるように全体では，沢山の中から選
べるのでよい，が28．6％，安いものが期待できる，が18．6
％で，これらを合わせると肯定的なものは47．2％であっ
た。これに反して，無駄，流行のものに片よりすぎる，
見た目にはよくても着心地のよくないデザインや材質が
ある，など批判的なものは合計41．9％である。年代別
では，肯定的な割合が，30代，40代でやや多く，選ぶの
に迷ってしまう，は20代にもっとも多く，40代はとくに
少なかった。また流行のものに片よりすぎる，見た目に
はよくても着心地のよくない材質がある，は，年代が上
がる程高くなる。
以上のことから，主婦はつぎつぎと変わる流行に対し
ては年代を問わずかなり批判的であることがわかる。ま
た豊富な既製服に対しても，便利さの反面，流行を反映
したデザインや材質は見た目にはよくても着心地がよく
ないなど，ニーズの変化がみられ，この傾向は，年代が
上がる程強くなっていることがうかがわれる。
3、着用しなくなった衣服の処理
最近，生活のあらゆる分野で省資源，省エネが叫ばれ
ているが，衣類の中では最も流行や外観に左右されやす
いと考えられる外出着について，主婦ははたしてそれら
に左右されているのかどうか，またどんな衣服が左右さ
れやすいのか，さらに外出着として着用しなくなった場
合，それらをどのように処理しているのか，などの実状
を知るために，ブラウス，スカート，ワンピース，スー
ツ，セーター，ひとえ長着，あわせ長者，について調べ
た。着用しなくなった理由については，流行おくれにな
った，着あきた，似合わなくなった，サイズが合わなく
なった，変色したりいたんだ，しみ・よごれがついた，
の中から1つを選んでもらった。結果は図13，図14，お
よび衰2に示すとおりである。
図13　着用しなくなった理由　一服種別－
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図14　着用しなくなった理由　一年代別－
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表2　嗜好性指数とサイズ指数
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嗜好性指数＝墜亘旦璧豊〔撃誓一里与「響禦くなった〕〔変色・いたみ〕＋〔しみ・汚れ〕
●∴　一　　　　　∴　・
※往2　サイズ指数＝〔変吉等諾琵琶主管読∃十〔サ
イズが合わなくなった〕
×100
（芸霜誓数が大きい程・サイズが重視されることを）
着用しなくなった理由については，図13にみられるよ
うに，流行おくれになった，はスーツが最も多く，つい
でワソピースの順であった。また逆に，流行おくれにな
った，が最も少なかったの笹セーターであった○蓑2
㌫荘1）　　　　㌫江三一）　　　　　　　　　　　　6）
は，嗜好性指数，サイズ指数を表わしたものであるが，
ブラウスの場合，嗜好性指数，サイズ指数ともにセータ
ーを除いた他の洋服類よりかなり小さく，また年代が下
がる程小さくなることがわかる。このことから，ブラウ
スは流行にもサイズにもあまり左右されない実用的な衣
服であり，しかも年代が低くなる程この傾向が強いとい
える。スカートについては図14にみられるように，流行
おくれになった，よりむしろ，サイズが合わなくなっ
た，の方が各年代とも多く，とくに40代で多い。またサ
イズ指数も40代で最も大きい。これらのことから，スカ
ートはブラウスより流行の影響をうけやすいが，サイズ
の方がより重視され，とりわけ40代はサイズが最も重視
されることがわかった。
さらに処理方法について，ブラウス，スカート，スー
ツの3種をとり上げ，それぞれ外出着として着用しなく
なった場合の処理方法を，しまっておく，ふだん着とし
て着る，他人にゆずる，親戚のものにゆずる，リフォー
ムする，廃品回収に出す，棄てる，の各項目の中から1
つ選んでもらった。結果は図15に示すとおりである。
図15　外出着の処理方法　一年代別－
臣Z：：ヨ薯は竃にするE：；ヨ他人に・うでる　　　出■■那摘吼こ出す［二二：コすてる
巨≡∃帆船こゆする　田リフォームする
E；三；ヨしまっておく
ブラウスについては，どの年代も再利用が大変多く，
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とくにふだん着にする，は他の衣服に比べ最も多い。わ
けても20代では90％に及ぶ。これは着用しなくなった理
由として，ブラウスはサイズがあまり問題にされないこ
とから，そのままふだん着として着用できるためと思わ
れる。また廃棄処分は，再利用に比べてはるかに少ない
が，40代，50代が，20代に比べて多くなっている。スカ
ートについては，他の衣服に比べ人にゆずる，リフォー
ムする，が多く，どの年代も同じ傾向が示された。これ
は着用しなくなった理由として，流行おくれは少なく，
サイズが合わなくなった，が多いことからこのような利
用方法が多くなったものと思われる。スーツについて
は，ふだん着にする，は他の衣服に比べはるかに少な
く，しまっておく，がどの年代もかなり多い。これは，
スーツの着用しなくなった理由として，流行おくれやサ
イズが合わなくなった，が多いことや，スーツのデザイ
ンがふだん着としての活動性に欠けるものが多いことな
どの理由によるものと考えられる。
以上のことから，洋服の場合，ブラウス，スカート，
セーターなど他の衣服と組み合わせて着用する衣服は，
スーツやワンピースのように単独で着用する衣服より嗜
好性指数が小さく，従って流行に左右されにくく，また
外出着としては着用しなくなってもふだん着としては利
用するなど，実用的な性能が強い衣服であることがわか
る。それに反して，スーツやワンピースは嗜好性指数も
サイズ指数もともに大きく，従って流行やサイズに影響
されやすく，また再利用もされにくい，どちらかという
と非実用的な衣服ということがいえよう。また流行おく
れになったという意識は，洋服の場合，年代による差は
ほとんどみられず（図14），洋服のファッションに対す
る感覚は年代を越えた，しかも画一的なものになってい
ることが推測される。一方和服の場合は，流行おくれに
なったという意識は年代によって差がみられ，とくに中
高年層に高かった。これは，和服の場合も流行があり，
また和服の寿命が長いことなどの理由によるものと思わ
れる。処理法については，今回は，着用頻度や破損，汚
れの比較的少ない外出着に限ってきいたわけであるが，
どの衣煩も，廃品回収に出す，棄てる，を合計すると10
％前後あり，また，人にゆずる割合もきわめて少なかっ
た。これらの整実は，省資源，省エネに対する消費者の
自覚が，衣生活の分野ではまだ不充分であることを示す
ものといえよう。
4、家庭着の着装について
つぎつぎに変わる流行や豊富に出まわる既製服の中に
あって，ともすれば消費者は衣服の本質や衣生活におけ
る主体性を見失いがちな現代である。こうした状況の下
にあって，主婦は，日常の衣服について，生活活動や気
衣生活に関する意識と実態　第2報
侯条件に対する衣服の本質的な依能に関し，どのような
意識をもって着装しているであろうか。
日常の生活活動と密接な関わりをもつ家庭着の着装に
ついて，気候条件に左右されやすいと考えられる夏と冬
の下衣について調べた。
下表の服種として，スカート，スラックス，Gパン，
ショートパンツ，トレーニングウェア，ロングスカー
ト，和服，の7種類をあげ，その中から夏冬それぞれに
ついて最もよく着用するもの1つを選び，また，その着
用理由について，涼しいから，暖かいから，動きやすい
から，体型に合うから，自分にあい見た目もよいから，
まわりの人が着ているから，これまでの習慣として，の
中から該当するものを2つまで選んでもらった。その結
果は図16ル図19に示すとおりである。
図16　下表の服種別着用率　一地域別－
久　50（ヲ5）
図17　下表の服種別着用率　一職業別－
図18　下衣の服種別着用率　一年代別－
（筍　　　夏　　　　　　　　　冬　　（ヲ占）
図16から明らかなように，とくに夏の着装には麒著な
地域差が認められ，周辺部農村では市部に比べて夏も
スラックスの着用者が多かった。夏の市部のスラックス
着用者はスカートの約％であるのに対し，周辺部ではス
ラックスがスカートと同数に達している。職業別では，
図17に示されるように，夏冬ともスラックス着用者は自
営の人に多く，スカート着用者は無職の人に多い。これ
は，生活形態との閑適によるものと考えられる。さらに
年代別では，図18にみられるように，夏のスラックス着
用者は周辺部の40代と50代に著しく多く，両年代ともそ
の着用は過半数に及んでいる。また，Gパン着用者は年
代が下がるほど多くなり，とくに20代では夏冬ともにス
ラックスを上回わる。さらに冬のスカート着用者は年代
が低いほど多い傾向にある。
さらに，下衣の服種別着用理由は，図19にみられると
おりである。
図19　下衣の服種別着用理由
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夏は，スラックス，Gパソ，ショートパソツ，トレー
ニソグウェアなどのズポソ類は動きやすさが重視され，
スカートは涼しさを主な理由として着用されている。い
ずれも涼しさ，動きやすさという機能的配慮にもとづく
理由が圧倒的に多く，見た目やまわりの人を意識してい
る人はほとんどいない。冬の着装についても，ズポソ類
は動きやすさが重視されているが，とくにスラックスは
動きやすさより暖かさの方がやや重視され，気候要素に
対する配慮が大きいことがうかがわれる。これは，信州
の厳しい冬の寒さを反映したものであろう。また，スカ
ートでは，これまでの習慣として，が最も多く約半数に
達し，動きやすいから，がこれについでいる。さらに，
見た目を意識した理由が22．9％あり，ロソグスカートに
おける15．1％とともに，やや多いのが注目される。な
お，これまでの習慣をあげた人の前任地は兄が県外の気
候温暖地域からの転任者で，年代別には20代に目立って
多かった。
以上の結果から，家庭着の下表の着装は，生活形態や
信州の気侯条件と密接な関連をもって選択され，磯能性
重視の実用的な着装の姿勢がうかがわれる。しかし，冬
のスカート　Pソグスカートの着用理由に見た目を意識
する外観的理由や，これまでの習慣による経験的な理由
が少なくないという事実は，今後の衣生活指導上の一つ
の問題点となろう。人体の活動条件や環境の気候条件と
着衣との関係を，衛生学的見地から解明し，地域の特性
に即した着装を検討することを今後の課題としたい。
Ⅳ　総　括
既製服時代，省エネ時代といわれる現在の社会情勢の
中にあって，主婦の衣生活に関する意識は，全般的には
生活に即した実用性本位の合理的な考え方が多かった
が，職業や年代によってかなりの差がみられ，またいく
つかの問題点も指摘された。
すなわち，既製服利用が圧倒的に多い洋服の場合，20
代，30代，40代は既製服を積極的に利用しているが，50
代は消極的であり，また，最近の多様化し，複雑化した
既製服素材に対しても，見た目にはよくても着心地のよ
くないものがあるなど，中高年層を中心に，単に美的感
覚の良いものより着心地の良い実質的なものを求める債
向が強くなっていることがわかった。また，つぎつぎと
変わる流行に対しては，どの年代も不経済だ，が最も多
く，既製服の価格に対しても強い関心が示され，さらに
自分で作る場合も費用が安い，体型に合う，が主な理由
とされ，外出着として着用しなくなった衣服について
も，できるだけ再利用しようとする姿勢がみられるな
ど，実質志向，実用性本位の生活意識がうかがわれた。
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また家庭着の着装についても，生活に即した機能性重視
の懐向がみられ，年代が高くなる穫この債向は顕著であ
った。
しかし一方では，外出着として着なくなった理由とし
て，どの年代でも流行おくれがあげられ，流行の影響も
かなり強くうけていること，また冬期の家庭着として，
20代でスカートやPソグスカートの着用が多く，その着
用理由に見た目を意識する割合が大きいことなど，問題
点として指摘されよう。
また，縫製技術の有無に大きな年代差がみられた和
服，ふとんの場合，その調達方法にも年代差および職業
差がみられたが，とくに自分で作れない，という理由が
最も多い若年層を中心に，和服の既製服利用が進みつつ
あることは注目すべき事実といえよう。
なお，前回の女子短大生を対象とした調査結果と比較
すると，流行に対して強い関心が示されたこと，費用に
ついて最も苦労していること，日常着の着装では活動性
や気候に対する配慮が大きく，基本的には磯能性重視の
姿勢がみられることなど，いくつかの一致点がみられ
た。
今回の調査結果をふまえて，今後，材質や着心地を中
心とする被服の本質的な放能に関して，構成および着装
上の研究と指導をさらに充実させてゆきたいと考える。
おわりに，木蘭査について御協力載いた長野市御厨保
育園，松ヶ丘小学校，豊野西小学校，篠ノ井西中学校，
柳町中学校，更級農業高等学校，長野東高等学校，長野
県短大附属幼稚園，の諸先生方と関係者の皆様に，深く
感謝の意を表します。
付表　衣生活について最も苦労していること
－年代別－
衣生活について苦労している事柄を，自分の服監　こどもの
服装，被服及，洗たく・手入れ，既製服の選び方，自分の体
艶　の6項目の中から苦労している順匿番号をつけてもらい回
答された1位から3位までについて，1位を3点，2位を2点，
3位を1点とし，人数をかけ合わせて給点数を求め，さらに
100分比に直してグラフに表わしたものである。
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